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一
　
緒

言

　
大
化
前
代
の
我
が
裁
判
手
続
に
、
事
実
の
有
無
、
主
張
の
真
偽
等
を
判
断
す
る
為
に
所
謂
神
判
（
神
意
裁
判
）
な
る
手
段
が
用
い
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
が
　
た
　
ち

そ
の
種
類
と
し
て
沸
湯
神
判
（
盟
神
探
湯
）
、
毒
蛇
神
判
、
火
烙
神
判
等
が
広
く
存
在
し
た
こ
と
は
、
先
学
に
よ
っ
て
度
々
指
摘
さ
れ
、
す

で
に
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
化
以
後
の
朝
廷
の
裁
判
に
於
い
て
は
、
従
来
の
神
法
的
な
手
続
は
原
則
と
し
て
否
定
さ
れ
、
書
証
、
人
証
に
よ
る
合
理
的
な
律
令
の

裁
判
手
続
が
こ
れ
に
と
っ
て
代
っ
た
。
し
か
る
に
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
中
国
的
な
律
令
法
が
衰
微
す
る
と
共
に
、
次
第
に
我
が
固
有
法
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が
復
活
し
、
や
が
て
中
世
武
家
時
代
を
迎
う
る
や
再
び
神
法
的
な
裁
判
手
続
が
現
出
す
る
に
至
っ
た
。
参
籠
起
請
、
湯
起
請
、
閣
取
、
村

起
請
、
落
書
起
請
、
鉄
火
、
神
水
等
と
い
わ
れ
る
も
の
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
参
籠
起
請
は
鎌
倉
幕
府
の
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
或
る
人

の
事
実
に
関
す
る
主
張
が
真
偽
不
明
な
る
場
合
に
、
そ
の
者
を
し
て
主
張
を
起
請
文
に
書
か
し
め
て
、
一
定
期
間
、
社
頭
に
参
籠
せ
し
め
、

そ
の
間
に
於
け
る
失
（
後
述
）
の
有
無
に
よ
っ
て
、
そ
の
言
の
真
偽
を
決
す
る
も
の
で
あ
る
。
湯
起
請
は
上
代
の
盟
神
探
湯
の
後
身
で
あ

っ
て
、
釜
中
に
湯
を
沸
騰
せ
し
め
て
、
そ
の
中
に
小
石
を
置
き
、
当
該
事
実
の
主
張
者
た
る
訴
訟
当
事
者
、
又
は
刑
事
々
件
の
際
の
嫌
疑

者
を
し
て
、
先
ず
起
請
文
を
書
か
し
め
た
後
に
、
こ
れ
を
探
り
取
ら
し
め
、
手
の
損
傷
の
有
無
に
よ
っ
て
、
そ
の
言
の
真
偽
を
決
す
る
も

の
で
あ
る
。
閾
取
は
神
前
で
訴
訟
当
事
者
が
闇
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
訴
訟
を
決
し
、
村
起
請
は
村
内
で
盗
犯
等
が
あ
る
場
合
に
、
老
若

を
除
く
村
内
の
住
民
を
し
て
起
請
文
を
書
か
し
め
て
、
そ
の
失
を
検
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
犯
否
を
決
す
る
も
の
で
あ
り
、
落
書
起
請
は
寺

僧
、
郷
民
等
の
代
表
者
が
起
請
文
附
の
無
記
名
投
票
に
よ
っ
て
、
犯
人
の
何
人
な
る
か
を
票
決
す
る
方
法
で
あ
る
。
鉄
火
は
火
起
請
と
も

い
っ
て
、
起
請
文
を
掌
上
に
載
せ
、
赤
熱
の
鉄
挺
を
握
る
方
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
手
の
損
傷
の
有
無
を
検
し
、
神
水
は
誓
文
を
書
い
た
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
焼
い
て
灰
と
為
し
、
水
又
は
酒
に
混
じ
て
飲
下
し
、
そ
の
後
の
失
の
有
無
を
検
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
中
世
の
神
判
に
於
い
て
も
、
種
々
な
る
形
態
が
存
す
る
が
、
本
稿
に
於
い
て
は
、
前
記
参
籠
起
請
に
類
す
る
平
安
後
期
の

神
判
に
関
す
る
一
資
料
か
ら
、
我
が
上
代
末
期
及
び
中
世
に
於
け
る
神
判
の
実
態
を
考
察
し
、
併
せ
て
大
化
前
代
と
そ
の
後
の
神
判
と
を

比
較
し
て
、
そ
の
性
格
の
異
同
に
言
及
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
　
神
判
の
分
布
、
種
類
、
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
中
田
薫
「
古
代
亜
細
亜
諸
邦
に
行
は
れ
た
る
神
判
」
、
同
「
古
代
亜
細
亜
諸
邦
に
行
は
れ
た
る
神
判

　
補
考
」
　
『
法
制
史
論
集
』
第
三
巻
九
二
二
頁
以
下
、
又
、
起
請
（
宣
誓
）
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
同
「
起
請
文
雑
考
」
前
掲
書
九
五
八
頁
以
下

　
参
照
。
な
お
、
本
稿
の
表
題
は
「
我
が
中
世
に
於
け
る
神
判
の
一
考
察
」
で
あ
る
が
、
正
確
に
は
、
右
の
「
中
世
」
は
「
上
代
末
期
」
と
す
べ
き
で

　
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
代
末
期
は
す
ぐ
中
世
武
家
時
代
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
後
述
の
如
く
鎌
倉
幕
府
法
に
於
け
る
神
判
は
、
上
代
末
期
の
本
所
法



の
影
響
を
濃
厚
に
う
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

題
を
と
る
こ
と
Σ
し
た
。

両
者
の
問
に
は
極
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
従
っ
て
、
本
稿
は
便
宜
上
、
右
の
如
き
表

二
　
神
判
の
資
料
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平
安
時
代
に
於
け
る
神
判
の
資
料
は
竹
内
理
三
氏
の
編
に
な
る
『
平
安
遺
文
』
全
十
二
巻
を
勇
捜
す
れ
ば
、
そ
の
い
く
つ
か
を
発
見
し

得
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
天
承
元
年
（
一
二
三
年
）
五
月
十
三
日
の
筑
前
国
把
岐
浦
住
人
隆
実
請
文
（
観
世
音
寺
古
文
書
、
『
平
安
遺
文
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

ニ
一
九
六
号
文
書
、
以
下
に
示
す
文
書
番
号
は
何
れ
も
『
平
安
遺
文
』
所
載
の
も
の
で
あ
る
）
の
文
中
に
は
「
被
互
神
裁
之
日
」
と
あ
り
、
又
、
嘉

応
二
年
（
一
一
七
〇
年
）
閏
四
月
十
五
日
の
僧
欣
西
祭
文
案
（
大
和
国
古
文
書
、
四
八
七
一
号
）
の
冒
頭
に
は
「
大
法
師
欣
西
敬
白
　
謹
請

ヤ
　
　
　
ヤ

神
判
事
」
と
あ
る
、
前
者
は
如
何
な
る
神
の
神
判
を
受
け
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
後
者
は
後
述
の
如
く
、
大
和
の
春
日
明
神
に
神
判

を
請
う
た
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
二
資
料
は
何
れ
も
上
代
末
期
に
於
け
る
神
判
の
存
在
を
明
示
す
る
文
書
と
し
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
右
の
資

料
か
ら
当
時
の
神
判
が
如
何
な
る
手
続
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
　
こ
れ
を
明
確
に
な
し
得
な
い
。
し
か
る
に
、
同
じ
く

『
平
安
遺
文
』
所
収
の
一
連
の
小
山
田
文
書
は
、
当
時
行
わ
れ
た
神
判
の
実
態
を
或
る
程
度
、
具
体
的
に
示
し
て
い
る
点
に
於
い
て
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

こ
と
に
貴
重
な
資
料
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
脚
か
長
文
で
あ
る
が
、
考
察
の
便
宜
の
為
、
そ
の
全
文
を
掲
載
す
る
こ
と
玉
す
る
。

　
第
一
文
書
（
二
一
二
七
号
）
　
豊
前
国
八
幡
宇
佐
宮
検
狡
珍
友
成
解

　
　
（
端
裏
書
）

　
「
友
成
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
裏
）

　
　
　
　
「
件
田
畠
任
神
判
証
験
友
成
可
領
掌
、
（
花
押
）
」
「
公
基
」

　
捻
校
珍
友
成
解
　
申
請
　
宮
裁
事
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請
被
任
　
神
判
証
利
旨
、
裁
給
母
古
作
字
巫
田
二
段
字
小
城
垣
一
段
子
細
状
、

　
　
末
貞
方
出
来
度
々
証
利

　
　
　
舅
安
富
死
去
、
去
年
＋
月
之
比
、

　
　
　
窃
盗
會
悉
損
取
、
去
年
士
万
上
旬
之
比
、

　
　
　
乗
馬
死
去
、
同
比
、

　
　
　
兄
時
光
子
死
去
、
同
月
廿
八
日
、

　
　
　
甥
貞
時
子
死
去
、
今
年
三
月
上
旬
之
比
、

右
、
謹
捻
　
案
内
、
件
田
畠
依
相
論
、
任
御
定
蒙
　
神
判
之
事
、
去
年
六
月
廿
四
日
也
、
而
於
友
成
者
、
干
今
指
無
証
利
、
於
末
貞
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
X
）

度
々
証
利
顕
然
也
者
、
任
証
利
等
旨
、
彼
古
作
田
畠
為
被
糺
返
給
言
、
言
上
如
件
、
以
解
、

　
　
　
　
大
治
四
年
三
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
校
珍
友
成

第
二
文
書
（
一
二
五
八
号
）
　
宇
佐
宮
公
文
所
問
注
日
記

　
（
裏
端
）

「
大
工
末
貞
勘
状
、
友
成
任
御
判
可
領
作
之
、
」

公
文
所

　
問
注
御
装
束
所
槍
校
末
貞
訴
申
同
捻
狡
友
成
申
詞
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

問
友
成
云
、
請
被
殊
任
道
理
、
裁
下
給
古
作
田
子
細
状
、
在
向
野
郷
内
字
巫
田
内
　
段
井
字
大
木
垣
萱
所
者
、
右
件
田
畠
、
以
去
庚
和

年
之
比
、
牛
男
丸
與
末
貞
令
相
訴
申
之
処
、
被
召
問
図
師
永
尋
之
間
、
依
陳
申
末
貞
道
理
、
可
領
掌
末
貞
之
由
、
御
判
給
了
、
何
彼
相

論
之
時
、
有
可
友
成
領
知
者
、
彼
時
出
来
、
可
訴
申
之
処
、
友
成
母
依
為
放
出
子
也
、
今
父
弘
永
死
去
之
後
処
分
之
由
愁
申
、
令
作
之

旨
、
所
難
堪
也
、
於
田
畠
所
領
道
者
、
致
無
公
験
者
、
以
手
次
領
作
之
理
、
所
令
所
領
也
、
何
友
成
年
来
父
放
出
子
能
為
男
子
、
不
知
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田
畠
令
領
掌
之
条
、
無
其
謂
者
、
依
実
子
細
辮
申
如
何
、

友
成
申
云
、
末
貞
訴
申
巫
田
二
反
畠
小
城
垣
一
反
事
、
年
来
相
訴
之
間
、
御
定
云
、
末
貞
・
友
成
相
共
可
蒙
神
判
之
由
者
、
神
判
祭
文

進
之
処
、
末
貞
方
二
出
来
証
利
、
一
ハ
舅
安
富
死
、
一
ハ
窃
盗
二
合
天
悉
損
取
、
一
ハ
乗
馬
発
、
一
ハ
兄
時
光
か
子
死
、
一
ハ
甥
貞
時

か
子
死
者
、
以
去
年
三
月
十
六
日
注
進
之
処
二
、
御
判
云
、
件
田
畠
任
神
利
証
験
天
友
成
可
領
掌
之
由
者
、
而
背
御
判
旨
、
所
訴
申
無

謂
と
申
、
　
（
花
押
）

問
末
貞
云
、
友
成
陳
状
如
此
者
、
子
細
如
何
、

末
貞
申
云
、
友
成
加
注
申
証
験
事
無
謂
、
甥
貞
時
子
死
ハ
友
成
と
件
人
従
父
兄
也
、
又
窃
盗
合
事
、
末
貞
合
之
後
、
友
成
も
合
候
、
又

時
光
娘
死
事
、
件
女
不
立
神
判
以
前
與
利
腹
病
之
天
三
年
と
申
二
死
也
者
、
夫
成
国
を
可
被
召
問
之
、
安
富
死
事
証
二
不
候
、
其
故
ハ

末
貞
加
子
共
其
数
候
と
も
指
無
餐
、
又
馬
驚
事
、
友
成
馬
毛
西
方
よ
り
乗
候
二
、
宇
佐
川
二
鞍
下
天
棄
候
ハ
不
証
候
哉
、
兼
又
寄
御
判

於
事
天
、
件
巫
田
二
反
内
号
二
傍
畠
散
破
取
之
條
、
無
謂
と
申
、
　
（
花
押
）

友
成
申
云
、
末
貞
陳
申
條
、
謂
不
候
、
友
成
窃
盗
二
合
事
、
末
貞
如
陳
状
二
、
末
貞
合
能
後
也
、
又
友
成
か
乗
馬
宇
佐
川
二
鞍
下
棄
由
、

申
無
実
也
、
件
馬
ハ
高
遠
所
従
二
給
之
後
事
を
ハ
不
知
候
事
也
、
但
末
貞
乍
置
先
日
証
、
以
後
日
証
天
注
申
條
、
謂
不
候
、
其
定
候
ハ

N
、
末
貞
ハ
水
干
装
束
二
天
御
湯
殿
二
参
上
天
、
清
祓
仕
里
、
又
無
止
御
鍾
之
舌
折
天
、
政
所
二
可
勘
申
之
由
候
と
毛
、
未
勘
申
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
脱
力
）

末
貞
孫
死
ハ
証
ニ
ハ
不
候
哉
、
又
畠
妨
事
ハ
件
巫
田
内
天
候
ハ
妨
候
也
、
郡
司
田
所
相
共
二
、
被
実
捻
候
ハ
む
二
、
顯
然
候
鰍
と
申
、

（
花
押
）

末
貞
申
云
、
去
年
十
月
之
比
、
友
成
受
病
之
由
、
承
候
二
、
友
成
申
云
、
無
実
也
、
神
判
を
蒙
と
依
申
天
、
友
成
ハ
窃
盗
ニ
ハ
合
候
也
、

又
未
貞
か
盗
人
合
ハ
証
二
申
候
ハ
む
と
天
友
成
取
候
也
と
申
、
　
（
花
押
）

又
末
貞
申
云
、
友
成
加
母
ハ
、
以
先
年
之
比
天
御
炊
殿
一
御
殿
御
階
参
天
、
刀
を
腹
二
中
天
自
害
せ
ん
と
仕
、
依
天
貫
首
宗
季
宿
禰
預
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了
者
、
故
御
館
御
任
ニ
ハ
難
訴
申
、
沙
汰
不
候
之
処
、
当
御
任
、
此
沙
汰
ハ
申
候
也
、
父
武
国
ハ
錐
無
指
放
火
殺
害
、
依
致
濫
行
天
、

永
以
被
解
却
了
と
申
、
　
（
花
押
）

友
成
申
云
、
末
貞
加
友
成
母
か
不
能
を
ハ
、
先
日
相
訴
申
勘
状
申
書
了
、
而
尚
今
度
も
同
事
を
陳
申
條
、
謂
不
候
、
但
撰
須
留
所
二
神

判
御
裁
定
天
、
依
証
利
天
裁
給
事
を
重
訴
申
之
條
、
謂
不
候
と
申
、
　
（
花
押
）

以
前
、
彼
此
申
詞
、
問
注
如
件
、

　
　
　
　
大
治
五
年
四
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
人
代
日
下
部
宿
禰
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮
官
代
漆
島
宿
禰
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
原
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮
官
宇
佐
宿
禰
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
位
宇
佐
宿
禰
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
位
大
神
朝
臣
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捻
校
行

　
（
裏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
験
）

「
於
件
巫
田
　
段
・
畠
壼
段
者
、
依
先
神
判
証
捻
、
賜
友
成
畢
也
、
至
干
井
平
垣
萱
段
者
、
任
実
捻
勘
文
、
停
止
友
成
妨
、
可
令
末
貞

　
　
　
　
（
公
基
）

領
作
之
、
（
花
押
）
」

第
三
文
書
（
二
三
五
六
号
）
　
豊
前
国
治
友
成
田
畠
頁
券

検
校
治
友
成
　
ウ
リ
進
田
畠
事

　
合
　
椋
野
郷
カ
ウ
ナ
・
田
　
段
畠
一
反
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（
マ
Σ
）

右
件
田
畠
治
友
成
用
々
有
依
、
所
ウ
リ
進
実
也
、
但
後
日
沙
汰
也
、
但
如
件
、

　
　
　
　
保
延
二
年
十
二
月
五
日

第
四
文
書
（
二
三
五
八
号
）
　
豊
前
国
秦
国
門
解

本
司
秦
国
門
解
　
申
請
　
宮
裁
事

　
謂
被
蒙
　
鴻
恩
、
任
沽
券
旨
、
賜
御
判
、
領
掌
田
畠
子
細
状
、

　
　
在
向
野
郷

　
　
　
田
試
段
字
巫
田
　
畠
萱
段
小
城
垣

　
　
副
進
渡
文
井
調
度
文
書

右
、
謹
検
案
内
、
件
田
畠
本
主
御
装
束
所
瞼
校
珍
友
成
得
見
直
、
限
永
年
所
沽
却
也
、

上
如
件
、
以
解
、

　
　
　
　
保
延
二
年
十
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
佐
公
基
）

　
　
（
裏
）
　
「
任
渡
文
之
旨
、
可
領
掌
之
（
花
押
）
」

第
五
文
書
（
二
三
六
〇
号
）
　
宇
佐
宮
公
文
所
問
注
記

公
文
所

　
問
注
本
司
秦
国
門
言
上
御
装
束
所
捻
校
珍
友
成
申
詞
記

問
友
成
云
、
国
門
解
状
偶
、
請
被
蒙
鴻
恩
、
任
沽
券
旨
、
賜
御
判
領
掌
田
畠
子
細
状
、

望
請
　
宮
裁
、

検
校
治
友
成
（
略
押
）

（
マ
X
）

著
男
太
郎
（
略
押
）

　
　
　
　
　
　
（
判
脱
力
）

任
渡
文
旨
、
賜
御
為
領
掌
、

本
司
秦
国
門

言

在
向
野
郷
、
田
　
段
字
巫
田
、
畠
壼
段
小
城
垣
、
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副
進
渡
文
井
調
度
文
書
、
右
謹
捻
案
内
、

賜
御
判
、
為
領
掌
言
上
如
件
、
以
解
者
、

友
成
申
云
、
送
日
之
計
、
依
不
為
方
候
、

　
　
　
　
保
延
三
年
二
月
十
八
日

件
田
畠
本
主
御
装
束
所
扮
校
珍
友
成
得
見
直
、

沽
却
実
否
辮
申
如
何
、

件
田
畠
所
沽
渡
国
門
実
也
と
申
、
　
（
花
押
）

限
永
年
所
沽
却
也
、
望
請
宮
裁
、
任
渡
文
旨
、

第
六
文
書
（
二
八
五
五
具
．
）
　
豊
前
国
八
幡
宇
佐
宮
御
装
束
所
捻
校
大
神
貞
安
解

　
　
　
　
　
「
件
田
畠
任
証
文
之
理
、
可
領
知
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
佐
公
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）
」

御
装
束
所
正
捻
校
大
神
貞
安
解
　
申
請
　
□
事

　
請
被
殊
任
先
祖
相
伝
井
父
末
貞
伯
父
小
山
田
祝
故
弘
永
譲
状
、
賜
御
裁
判
、
為
貫
首
国
門
、

　
押
領
先
祖
相
伝
田
畠
子
細
状
、

　
在
向
野
郷
内

　
　
　
字
神
巫
田
二
段
　
畠
一
段
字
大
木
垣

　
副
進
　
譲
状

行
（
花
押
）

辮
官
日
下
部
宿
禰

散
位
大
神
朝
臣
（
花
押
）

散
位
惟
宗
朝
臣
（
花
押
）

（
宇
佐
脱
）

散
位
宿
禰
（
花
押
）

扮
校
行

従
大
工
友
成
手
、
構
買
得
由
、
無
指
故



右
、
謹
捻
案
内
、
於
件
田
畠
者
、
貞
安
父
末
貞
伯
父
小
山
田
宮
前
祝
故
弘
永
先
祖
相
伝
之
所
領
田
也
、
而
以
去
康
和
五
年
二
月
四
日
彼

祝
職
井
件
田
畠
等
、
従
弘
永
之
手
譲
得
、
年
来
無
他
妨
領
知
之
処
、
彼
国
門
無
指
故
所
押
領
也
、
加
之
当
御
任
・
リ
貞
安
加
所
罷
給
之

葛
原
郷
松
延
預
御
用
作
井
上
毛
郡
秋
弘
預
御
佃
等
ハ
、
御
上
洛
之
御
共
稻
令
参
仕
之
由
、
七
郎
大
宮
司
殿
成
阿
党
、
改
定
他
人
了
、
又

国
門
ハ
七
郎
大
宮
司
殿
為
方
人
天
、
現
奇
悟
不
善
天
、
当
御
任
之
御
官
不
勤
仕
之
人
也
者
、
貞
安
成
此
訴
仁
何
不
蒙
御
裁
報
哉
、
望

請
　
宮
裁
、
任
相
伝
丼
弘
永
譲
状
旨
、
為
賜
御
裁
判
、
注
子
細
言
上
如
件
、
以
解
、

　
　
　
　
保
元
元
年
十
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
装
束
所
検
校
大
神
貞
安

ω
　
こ
の
小
山
田
文
書
は
、
す
で
に
利
光
三
津
夫
氏
に
よ
っ
て
、

　
夫
『
裁
判
の
歴
史
』
一
九
四
頁

大
化
改
新
以
後
に
於
け
る
神
判
の
初
見
資
料
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
利
光
三
津

三
　
神
判
の
手
続

9　我が中世に於ける神判の一考察

　
前
掲
資
料
に
ょ
れ
ば
、
当
該
事
件
は
康
和
五
年
（
工
〇
三
年
）
頃
か
ら
始
ま
っ
て
、
保
元
元
年
（
二
五
六
年
）
に
及
ぶ
約
五
十
余
年

に
わ
た
る
所
領
相
論
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
訴
訟
当
事
者
は
、
共
に
豊
前
国
宇
佐
八
幡
宮
の
御
装
束
所
検
校
を
勤
め
る
珍
友
成
と
大
神

末
貞
と
で
あ
っ
た
。
珍
（
治
）
氏
と
は
如
何
な
る
出
自
の
氏
族
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
友
成
の
祖
父
弘
永
は
小
山
田
社
の
祝
を
勤
め

る
小
山
田
氏
で
あ
り
、
大
分
県
史
料
刊
行
会
編
の
『
大
分
県
史
料
　
第
一
部
7
　
宇
佐
八
幡
宮
文
書
』
所
載
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
小
山
田

氏
は
宇
佐
宮
確
立
期
の
大
宮
司
家
大
神
氏
の
宗
家
で
あ
っ
て
、
豊
前
国
向
野
郷
小
山
田
社
の
社
司
職
を
世
襲
し
た
と
こ
ろ
か
ら
氏
名
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
二
五
年
）

っ
た
も
の
で
あ
り
、
平
安
期
に
は
大
宮
司
職
の
外
に
御
装
束
所
検
校
職
及
び
大
々
工
職
を
兼
任
し
た
。
　
（
宇
佐
八
幡
宮
の
創
立
は
神
亀
二
年

と
さ
れ
て
い
る
が
、
八
幡
宮
創
立
以
前
に
そ
の
も
と
に
な
る
神
社
が
あ
っ
た
。
　
こ
の
も
と
の
宇
佐
社
よ
り
八
幡
宇
佐
宮
へ
の
発
展
に
貢
献
し
た
氏
族
が
大
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神
氏
で
あ
っ
て
、
奈
良
時
代
に
於
い
て
は
、
宇
佐
八
幡
の
実
権
は
大
神
氏
が
掌
握
し
、
従
っ
て
宮
司
は
大
神
氏
、
少
宮
司
は
宇
佐
氏
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
る
に
、
石
清
水
八
幡
宮
が
山
城
に
勧
請
さ
れ
て
以
来
、
中
央
と
の
関
係
が
薄
く
な
っ
て
来
る
と
、
大
神
氏
が
徐
々
に
後
退
し
て
、
宇
佐
氏

の
勢
力
が
急
激
に
強
く
な
り
、
大
宮
司
職
も
大
神
、
宇
佐
の
両
氏
の
世
襲
と
な
り
、
平
安
末
ま
で
は
右
の
両
氏
が
交
互
に
大
宮
司
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
鎌

倉
以
降
に
な
る
と
大
宮
司
職
は
全
く
宇
佐
氏
の
独
占
に
帰
す
る
。
）
従
っ
て
、
小
山
田
氏
と
大
神
氏
と
は
宗
家
と
分
家
と
の
間
柄
で
あ
り
、
右
の

友
成
と
末
貞
と
は
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
御
装
束
所
検
校
職
と
い
う
の
は
、
同
じ
く
前
掲
解
題
に
よ
れ
ば
、
宇
佐
宮
の
摂
末
社

に
至
る
迄
、
す
べ
て
の
本
殿
神
殿
内
外
の
事
柄
、
即
ち
祭
神
々
体
の
装
束
、
神
殿
内
の
装
飾
、
神
宝
物
等
の
一
切
に
つ
い
て
の
故
実
を
伝

え
、
又
そ
の
関
係
業
務
一
切
を
支
配
し
た
職
で
あ
り
、
大
々
工
職
は
惣
大
工
職
と
も
い
っ
て
、
宇
佐
宮
一
切
の
寺
社
殿
の
建
築
に
関
す
る

事
務
を
行
い
、
そ
の
古
式
を
伝
え
、
業
務
の
企
画
、
運
営
及
び
儀
式
に
当
り
、
又
、
労
務
者
の
監
督
権
を
も
っ
て
い
た
。
珍
氏
も
、
友
成

が
御
装
束
所
検
校
と
な
っ
て
い
る
処
か
ら
み
れ
ば
、
恐
ら
く
大
神
氏
と
同
様
、
小
山
田
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
x
思
わ
れ
る
。

　
前
掲
『
大
分
県
史
料
』
（
五
五
〇
頁
以
下
）
に
は
大
神
氏
系
図
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
、
当
該
事
件
に
関
係
せ
る
部
分
を
抜
葦
す
れ

ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

秀
貞
、
劃
工

小
山
田
社
司

御
装
束
検
校

　
　
　
　
同
　
　
上

i
時
　
末

　
　
　
　
御
装
束
所

　
　
　
　
権
検
校

i
友
　
成
ー

ー
末
久
早
世

ー
弘
　
永

　
　
　
　
小
山
田
社
司
　
　
　
　
小
山
田
社
司

ー
末
　
貞

　
　
　
　
同
　
　
上

宗
　
安

牛
　
丸

貞
安
小
山
田
社
司

　
　
u
小
山
田
庶
流
家
祖

安
　
禾

　
し
か
し
、
前
掲
六
通
の
文
書
の
記
す
処
か
ら
み
れ
ば
、
右
の
系
図
に
は
か
な
り
不
審
な
個
所
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
末
貞
の
子
が
貞
安

で
あ
り
、
貞
安
の
伯
父
が
弘
永
で
あ
る
こ
と
は
、
第
六
文
書
か
ら
証
明
さ
れ
る
処
で
あ
り
、
右
の
系
図
の
こ
の
部
分
は
正
確
で
あ
る
。
し

早
世
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か
し
、
問
題
は
友
成
で
あ
る
。
第
二
文
書
の
後
尾
の
部
分
に
「
又
末
貞
申
云
、
友
成
加
母
ハ
云
々
」
と
あ
っ
て
、
次
に
「
父
武
国
ハ
云
々
」

と
あ
る
の
を
み
れ
ば
、
友
成
の
父
は
武
国
で
あ
っ
て
、
系
図
の
い
う
秀
貞
で
は
な
い
。
又
、
末
貞
の
言
葉
に
「
甥
貞
時
子
死
ハ
友
成
と
件

人
従
父
兄
也
」
と
あ
る
の
は
、
末
貞
の
甥
で
あ
る
貞
時
の
子
は
友
成
に
と
っ
て
も
従
父
兄
に
当
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
み

て
も
右
の
系
図
の
友
成
の
部
分
は
不
都
合
で
あ
る
。
更
に
、
　
「
友
成
母
依
為
放
出
子
也
、
今
父
弘
永
死
去
之
後
、
処
分
之
由
愁
申
」
と
あ

る
「
父
弘
永
」
は
、
文
意
か
ら
友
成
の
父
で
は
な
く
、
友
成
の
母
の
父
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
当
該
事
件
の
関
係
者

た
る
小
山
田
、
大
神
一
族
の
系
図
を
復
原
す
れ
ぽ
、
凡
そ
左
の
通
り
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
ー
時
光
－
女

　
（
小
山
田
氏
）

ー
弘
　
永
1

　
（
大
神
氏
）

i
末
　
貞
－
貞

　
友
成
、
末
貞
両
者
の
係
争
地
は
、

第
二
文
書
に
「
右
件
田
畠
、

末
貞
と
が
相
論
し
た
地
で
あ
っ
て
、

が
、
前
掲
『
大
分
県
史
料
』
所
載
の
大
神
氏
系
図
に
は
、

同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

た
こ
と
』
な
り
、
大
治
三
年
（
一

ー
貞
　
時
ー
○

　
（
珍
氏
）

　
武
　
国

　
＝
　
　
　
友
成
－
太
郎

ー
女

　
　
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
　
小
山
田
社
の
あ
っ
た
豊
前
国
向
野
郷
の
巫
田
二
段
と
畠
小
城
垣
一
段
と
で
あ
っ
た
。
右
の
田
畠
は
、

　
　
　
（
康
）

　
　
以
去
庚
和
年
之
比
、
牛
男
丸
與
末
貞
令
相
訴
申
之
処
」
と
あ
る
か
ら
、
康
和
年
間
に
す
で
に
牛
男
丸
と
大
神

　
　
　
　
　
こ
の
牛
男
丸
が
小
山
田
一
族
で
あ
る
か
、
叉
は
同
氏
以
外
の
者
で
あ
る
か
は
今
俄
か
に
断
定
し
難
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
永
の
子
と
し
て
「
牛
丸
」
な
る
人
物
が
み
え
て
お
り
、
牛
男
丸
と
牛
丸
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
り
と
す
れ
ば
、
康
和
の
相
論
も
や
は
り
小
山
田
一
族
と
大
神
一
族
と
の
間
で
行
わ
れ

　
　
　
　
二
天
年
）
頃
か
ら
始
ま
る
友
成
と
末
貞
と
の
相
論
は
、
す
で
に
三
十
年
以
前
に
そ
の
端
を
発
し
て
い
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

た
こ
と
に
な
ろ
う
。
而
し
て
件
の
田
畠
は
、
第
一
文
書
に
「
母
古
作
字
巫
田
二
段
字
小
城
垣
一
段
」
と
あ
る
か
ら
、
友
成
の
母
が
以
前
経

営
し
て
い
た
土
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
末
貞
が
そ
れ
に
代
り
、
大
治
の
頃
に
は
友
成
は
実
際
に
領
知
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
処
で
、
友
成
と
末
貞
と
の
相
論
に
際
し
て
適
用
さ
れ
た
宇
佐
宮
の
神
判
は
、
そ
の
手
続
と
し
て
先
ず
両
者
が
神
判
を
申
請
す
る
神
判
祭

文
な
る
文
書
を
裁
判
所
た
る
宇
佐
宮
の
公
文
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第
二
文
書
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
「
末
貞
訴
申
巫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

田
二
反
、
畠
小
城
垣
一
反
事
、
年
来
相
訴
之
問
、
御
定
云
、
末
貞
・
友
成
相
共
可
蒙
神
判
之
由
者
、
神
判
祭
文
進
之
処
」
と
記
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

る
が
、
宇
佐
宮
の
「
御
定
」
に
は
恐
ら
く
神
判
を
適
用
す
る
に
は
、
更
に
次
の
条
件
を
必
要
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
右
に
「
年
来

相
訴
之
間
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
訴
訟
が
す
で
に
多
年
に
及
ん
で
な
お
決
着
を
み
な
い
場
合
、
即
ち
証
拠
を
得
る
こ
と
が
非
常
に
困
難

で
あ
っ
て
、
そ
の
為
、
裁
判
が
著
し
く
渋
滞
し
て
い
る
場
合
に
神
判
が
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
宇
佐

宮
公
文
所
と
し
て
は
、
い
き
な
り
当
該
事
件
を
神
判
に
よ
っ
て
裁
決
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
先
ず
当
事
者
を
召
喚
し
て
尋
問
し
、
且
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

書
証
、
人
証
等
に
よ
っ
て
審
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
文
書
に
は
、
　
「
被
召
問
図
師
永
尋
之
間
、
依
陳
申
末
貞
道

理
、
可
領
掌
末
貞
之
由
、
御
判
給
了
、
」
　
と
あ
っ
て
、
牛
男
丸
と
末
貞
と
の
康
和
の
相
論
に
は
、
公
文
所
は
右
の
田
畠
の
検
注
を
行
っ
た

図
師
永
尋
な
る
者
を
召
喚
し
、
そ
の
証
言
に
よ
っ
て
末
貞
に
勝
訴
を
申
渡
し
て
お
り
、
同
じ
く
第
二
文
書
の
裏
書
に
は
、
　
「
至
干
井
平
垣

　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
基
）

萱
段
者
、
任
実
捻
勘
文
、
停
止
友
成
妨
、
可
令
末
貞
領
作
之
、
（
花
押
）
」
と
あ
っ
て
、
友
成
と
末
貞
と
の
井
平
垣
一
段
を
め
ぐ
る
相
論
に

は
、
前
記
巫
田
二
段
、
畠
一
段
の
相
論
と
は
異
っ
て
、
神
判
を
適
用
せ
ず
、
郡
司
、
田
所
等
の
実
検
勘
文
を
証
拠
と
し
て
判
決
を
下
し
て

い
る
。
以
上
の
二
例
は
右
に
述
べ
た
神
判
適
用
の
条
件
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
神
判
を
う
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
、
当
事
者
は
前
述
の
如
く
、
神
判
を
申
請
す
る
為
の
神
判
祭
文
な
る
文
書
を
裁
判
所

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
神
判
祭
文
な
る
も
の
が
如
何
な
る
形
式
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
前
記
僧
欣
西
祭
文
案
に
よ
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っ
て
明
瞭
で
あ
る
。
今
、
そ
れ
を
左
に
掲
げ
よ
う
。

　
　
（
端
裏
）

　
「
欣
西
祭
文
井
燈
油
請
文
案
」

　
大
法
師
欣
西
敬
白

　
　
　
謹
請
　
神
判
事

　
右
、
奉
請
神
判
元
者
、
興
福
寺
御
使
井
東
大
寺
使
者
下
向
高
殿
庄
之
時
、
干
日
日
田
堵
等
不
可
出
逢
之
由
下
知
庄
民
云
々
、
叉
去
月
廿

四
日
下
遣
弟
子
同
法
等
、
令
凌
礫
彼
使
者
等
云
々
、
是
極
無
実
也
、
若
所
申
有
虚
言
者
、
別
春
日
四
所
大
明
神
井
西
金
堂
護
法
天
龍
誰
罰
、

近
三
日
遠
七
日
之
中
、
毎
欣
西
之
身
一
一
毛
孔
、
可
罷
蒙
也
、
抑
自
欣
西
生
年
四
十
二
、
始
罷
入
中
川
山
寺
、
於
弦
三
十
二
年
、
鎮
励
後

生
之
勤
、
無
営
世
間
之
事
、
而
覚
仁
以
欣
西
為
敵
人
之
条
、
凡
所
無
其
謂
也
、
其
故
者
、
高
殿
庄
去
天
承
年
中
成
西
金
堂
領
、
経
年
代
畢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
雁
通
）

巧
無
実
経
　
院
奏
、
縦
錐
損
欣
西
、
満
堂
衆
徒
量
可
捨
往
古
堂
領
哉
、
就
中
件
庄
者
、
内
大
臣
右
大
将
家
御
領
也
、
覚
仁
背
往
古
例
、
燈

油
井
副
米
之
外
、
如
私
領
切
懸
万
雑
事
者
、
奉
為
領
家
無
益
所
領
歎
、
況
乎
始
自
春
日
社
、
神
社
仏
寺
六
箇
所
相
交
、
彼
所
役
皆
被
停
止

者
、
貴
非
仏
神
之
歎
哉
、
但
所
詮
者
、
件
高
殿
庄
事
、
召
対
両
方
被
決
真
偽
者
、
三
宝
含
咲
、
神
明
成
悦
欺
、
循
謹
所
請
神
判
如
件
、
敬

白
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
師
脱
）

　
　
　
　
　
嘉
応
二
年
後
四
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
法
欣
西
敬
白

　
こ
～
で
、
宇
佐
宮
の
相
論
に
つ
い
て
は
暫
く
措
ぎ
、
右
の
神
判
祭
文
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
当
該
事
件
の
真
相
は
、
右
の
文

書
か
ら
は
こ
れ
を
読
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
嘉
応
元
年
（
二
六
九
年
）
十
一
月
十
九
日
の
勧
学
院
政
所
下
文
（
東
大
寺
文
書
、
三
五
二

〇
号
）
及
び
同
二
年
閏
四
月
日
の
興
福
寺
西
金
堂
満
衆
等
解
案
（
東
大
寺
文
書
、
三
五
四
七
号
）
を
併
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
大
略
を
知

る
こ
と
が
出
来
る
。
当
時
、
東
大
寺
は
大
和
国
高
殿
庄
か
ら
寺
家
用
の
燈
油
と
し
て
油
を
収
取
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
興
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福
寺
西
金
堂
衆
の
一
人
欣
西
が
妨
害
し
、
そ
の
為
に
東
大
寺
に
油
が
進
納
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
上
座
覚
仁
の
名
を
以
っ

て
仁
安
二
年
（
二
六
七
年
）
五
月
、
そ
れ
を
勧
学
院
政
所
に
訴
え
た
。
勧
学
院
政
所
は
嘉
応
元
年
十
一
月
、
ほ
父
東
大
寺
の
主
張
を
認
め

て
長
者
宣
を
発
し
、
大
和
国
在
庁
官
人
に
東
大
寺
へ
の
油
進
納
の
執
行
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
興
福
寺
側
で
は
翌
年
閏
四
月
、
陳

状
を
勧
学
院
に
提
出
し
、
東
大
寺
側
の
主
張
が
真
実
で
な
い
こ
と
を
述
べ
て
反
論
し
た
。
前
掲
興
福
寺
西
金
堂
満
衆
等
解
案
の
冒
頭
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
興
福
寺
西
金
堂
満
衆
等
解
　
申
進
　
陳
状
事

　
　
申
東
大
寺
上
座
覚
仁
、
依
無
道
理
固
辞
対
問
、
不
参
　
殿
下
政
所
、
窃
注
出
納
為
元
等
解
、
大
法
師
欣
西
躰
灘
打
止
大
仏
等
燈
油
由
、

　
暗
経
言
上
條
條
無
実
、
種
種
謀
計
高
殿
庄
愁
状
、

　
副
進

　
　
去
年
燈
油
未
進
可
　
由
請
文
一
通

　
　
大
法
師
欣
西
不
凌
礫
東
大
寺
使
由
祭
文
一
通

　
　
聖
武
天
皇
天
平
勝
宝
二
年
勅
施
入
案
一
通

　
　
天
承
二
年
以
高
殿
庄
寄
入
当
堂
長
者
宣
案
一
通

　
　
同
二
年
寺
家
下
文
案
一
通

　
　
同
二
年
国
司
免
判
案
一
通

　
　
保
元
三
年
国
司
検
注
官
使
勘
判
一
通

　
右
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
興
福
寺
西
金
堂
衆
の
提
出
し
た
陳
状
に
は
、
副
進
文
書
七
通
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
通
に
大
法

師
欣
西
不
凌
礫
東
大
寺
使
由
祭
文
な
る
文
書
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
前
掲
僧
欣
西
祭
文
案
と
同
一
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
右
の
七
通



15　我が中世に於ける神判の一考察

の
副
進
文
書
は
何
れ
も
東
大
寺
側
の
主
張
を
反
駁
し
て
、
興
福
寺
が
油
の
進
納
を
妨
害
し
て
い
な
い
こ
と
を
立
証
せ
ん
が
為
の
証
拠
資
料

と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
欣
西
の
神
判
祭
文
も
亦
、
か
x
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
欣
西
の
神
判
祭
文
の
主
要
な
る

部
分
は
、
前
掲
文
書
の
前
半
の
部
分
、
即
ち
、
　
「
右
、
奉
請
神
判
元
者
、
」
か
ら
「
毎
欣
西
之
身
二
毛
孔
、
可
罷
蒙
也
、
」
ま
で
の
部
分

で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
興
福
寺
の
使
が
東
大
寺
の
使
と
共
に
高
殿
庄
の
庄
民
に
対
し
て
、
未
納
の
油
と
副
米
と
を
督
促
す
る
為
、
現
地
に

下
向
し
た
際
、
欣
西
が
庄
民
を
教
唆
し
て
逃
亡
せ
し
め
、
東
大
寺
の
使
者
に
会
わ
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
弟
子
同
法
を
し
て
東
大
寺
の

使
者
に
対
し
「
凌
礫
」
（
暴
行
の
意
か
）
せ
し
め
た
こ
と
の
二
つ
が
全
く
無
実
で
あ
る
と
主
張
せ
ら
れ
、
も
し
そ
れ
が
虚
言
で
あ
る
な
ら
ば
、

春
日
明
神
並
び
に
西
金
堂
護
法
天
龍
の
神
罰
を
う
け
る
こ
と
が
宣
誓
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
論
旨
を
も
と
に
戻
す
が
、
前
述
の
末
貞
と
友
成
と
が
宇
佐
宮
公
文
所
に
提
出
し
た
神
判
祭
文
の
形
式
も
、
恐
ら
く
前
掲
欣
西
の

神
判
祭
文
と
ほ
父
同
一
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
先
ず
自
己
の
立
言
の
真
実
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
次
に
そ
の
立
言
が
虚
偽
で

あ
る
な
ら
ば
、
宇
佐
八
幡
神
の
罰
を
蒙
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
っ
た
こ
と
x
思
わ
れ
る
。
こ
の
宇
佐
八
幡
宮
の
神
判
は
、
前
述

の
鎌
倉
時
代
の
参
籠
起
請
に
類
似
し
て
お
り
、
そ
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
参
籠
起
請
は
前
述
の
如
く
、
訴
訟
当
事
者
の

主
張
を
起
請
文
に
書
か
せ
た
後
は
一
定
期
間
、
社
頭
に
参
籠
せ
し
め
て
、
そ
の
間
に
於
け
る
失
の
有
無
を
検
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の

立
言
の
真
偽
を
決
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
右
の
宇
佐
宮
の
神
判
は
一
定
期
間
、
当
事
者
を
し
て
社
頭
に
参
籠
せ
し
め
た
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
第
一
文
書
に
よ
れ
ば
、
神
判
の
行
わ
れ
た
の
は
大
治
三
年
六
月
二
十
四
日
で
あ
っ
て
、
実
際
に
失
が

検
出
さ
れ
た
の
は
同
年
の
十
月
か
ら
翌
年
の
三
月
上
旬
ま
で
父
あ
り
、
そ
の
期
間
は
約
八
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
お
り
、
後
述
の
鎌
倉
幕
府
法

に
於
け
る
、
七
ケ
日
中
失
を
検
し
、
失
が
な
け
れ
ば
更
に
七
ケ
日
延
長
す
る
と
い
う
合
計
十
四
日
と
い
う
期
間
に
比
べ
れ
ば
、
は
る
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

長
期
間
で
あ
っ
て
、
失
の
検
出
期
間
中
、
社
頭
に
参
籠
す
る
と
い
う
こ
と
は
先
ず
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
次
に
失
で
あ
る
が
、
失
と
は
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る
し

請
文
を
書
い
た
当
事
者
の
立
言
が
神
に
よ
っ
て
不
実
で
あ
る
こ
と
を
表
明
さ
れ
る
徴
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
偽
誓
の
徴
証
で
あ
る
。
文
暦
二



16

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

年
（
一
≡
二
五
年
）
の
鎌
倉
幕
府
の
規
定
に
は
、
失
と
し
て
次
の
九
つ
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
定

　
　
起
請
文
失
條
々

　
一
鼻
血
出
事

　
一
書
起
請
文
後
病
事
縄
鰍
体

　
一
鶏
烏
尿
懸
事

　
一
為
鼠
被
喰
衣
裳
事

　
一
自
身
中
令
下
血
事
湘
F
鵡
娚
醐
骸
備
ぢ

　
一
重
軽
服
事

　
一
父
子
罪
科
出
来
事

　
一
飲
食
時
咽
事
韻
醐
謙
蜘
縮

　
一
乗
用
馬
弊
事

　
　
右
、
書
起
請
文
之
間
、
七
箇
日
中
無
其
失
者
、
今
延
七
箇
日
、
可
令
参
籠
社
頭
、
若
二
七
箇
日
猶
無
失
者
、
就
惣
道
之
理
、
可
有
御

　
　
成
敗
之
状
、
依
仰
所
定
如
件
、

　
　
　
　
文
暦
二
年
閏
六
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
衛
門
大
志
清
原
季
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
少
尉
藤
原
行
泰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
書
少
允
　
藤
原
清
時
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右
に
挙
げ
ら
れ
た
九
つ
の
失
は
、
何
れ
も
参
籠
者
の
立
言
の
不
実
な
る
こ
と
を
神
が
怒
り
給
う
た
結
果
、
そ
の
身
辺
に
も
た
ら
さ
れ
た

死
亡
、
疾
病
、
災
厄
、
醜
薇
、
悪
事
、
悪
業
等
の
所
謂
ツ
ミ
や
ケ
ガ
レ
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
質
は
大
祓
の
祝
詞
に
あ
る
天
津
罪
、
国
津
罪

と
同
一
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
三
項
の
「
鶏
烏
尿
懸
事
」
は
ま
さ
し
く
国
津
罪
の
中
の
「
高
津
鳥
之
災
」
に
当
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

「
父
子
罪
科
出
来
事
」
は
天
津
罪
の
「
畔
放
」
、
「
溝
埋
」
等
の
農
耕
社
会
秩
序
の
破
壊
行
為
が
変
形
さ
れ
て
後
世
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

ろ
う
。
処
で
、
前
述
の
宇
佐
宮
の
神
判
に
於
い
て
は
、
第
一
文
書
に
友
成
に
よ
っ
て
「
末
貞
方
出
来
度
々
証
利
」
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い

る
五
つ
が
、
即
ち
右
の
失
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
の
「
舅
安
富
死
去
」
、
「
兄
時
光
子
死
去
」
、
「
甥
貞
時
子
死
去
」
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
前

掲
鎌
倉
幕
府
法
の
第
六
項
、
「
重
軽
服
事
」
（
互
い
に
喪
に
服
す
べ
き
親
類
、
縁
者
の
死
亡
）
に
当
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
乗
馬
死
去
」
も
幕
府
法
の

最
後
の
項
、
　
「
乗
用
馬
弊
事
」
と
同
じ
で
あ
る
。
只
、
　
「
窃
盗
会
悉
損
取
」
は
「
窃
盗
に
会
い
て
悉
く
損
取
る
」
と
読
ん
で
、
窃
盗
の
被

害
に
遭
遇
し
た
も
の
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
直
接
当
る
も
の
は
幕
府
法
に
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
幕
府
法
第
四
項
の
「
為
鼠
被

喰
衣
裳
事
」
は
不
慮
に
自
己
の
所
有
物
が
損
害
を
被
っ
た
と
い
う
点
に
於
い
て
、
前
者
と
そ
の
性
質
を
同
じ
く
す
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ

ば
、
鎌
倉
幕
府
法
に
於
け
る
参
籠
起
請
な
る
神
判
は
、
明
か
に
平
安
後
期
の
宇
佐
宮
等
の
本
所
に
於
い
て
行
わ
れ
た
神
判
の
後
身
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
こ
の
失
の
検
出
で
あ
る
が
、
幕
府
法
で
は
前
述
の
如
く
二
七
、
十
四
日
問
、
参
籠
し
て
、
そ
の
間
に
失
の
有
無

を
検
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
検
出
に
当
る
者
は
幕
府
の
命
を
受
け
た
第
三
者
か
、
或
は
当
該
神
社
の
神
官
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

処
が
、
宇
佐
宮
に
於
け
る
神
判
は
前
述
の
如
く
、
当
事
者
が
予
め
起
請
文
を
書
い
て
同
宮
公
文
所
に
提
出
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
く
、
恐
ら
く

参
籠
の
義
務
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
従
っ
て
、
そ
の
失
の
検
出
は
当
事
者
相
互
間
に
一
任
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
第
一

文
書
は
訴
訟
当
事
者
の
一
方
で
あ
る
珍
友
成
が
相
手
側
で
あ
る
大
神
末
貞
の
失
（
「
証
利
」
、
「
証
験
」
）
を
検
出
し
、
そ
れ
を
公
文
所
に
申
告

し
た
文
書
で
あ
っ
て
、
公
文
所
は
友
成
の
検
出
し
た
末
貞
の
失
を
神
判
の
証
拠
と
し
て
採
用
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
友
成
の
勝
訴
を
申

渡
し
た
の
で
あ
る
。
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①
第
三
文
書
に
ょ
れ
ば
、
向
野
郷
は
椋
野
郷
と
も
書
き
、
巫
田
は
「
カ
ゥ
ナ
Σ
田
」
と
読
ん
で
い
る
。
又
、
第
二
、
第
六
文
書
に
よ
れ
ば
、
小
城
垣

　
は
大
木
垣
と
あ
る
か
ら
、
「
オ
オ
キ
カ
キ
」
、
若
し
く
は
「
オ
キ
カ
キ
」
と
読
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

②
　
宇
佐
宮
の
神
判
に
参
籠
義
務
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
　
そ
れ
に
は
当
該
事
件
の
原
被
両
造
が
共
に
宇
佐
宮
の
神
職
で
あ
る
と
い
う
特
殊
的
条
件
が

　
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

③
　
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集
鱒
創
難
府
法
』
九
四
頁

四
　
神
判
の
構
造

　
し
か
る
に
、
こ
x
に
奇
異
な
こ
と
は
、
こ
の
大
治
三
年
六
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
宇
佐
宮
の
神
判
は
、
翌
四
年
三
月
十
六
日
の
友
成

の
解
（
第
一
文
書
）
に
よ
っ
て
、
末
貞
の
失
が
認
め
ら
れ
、
友
成
勝
訴
の
判
決
が
下
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
同
五
年
四
月
十
四
日
の
宇
佐

宮
公
文
所
問
注
日
記
（
第
二
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
間
に
同
一
の
係
争
地
を
め
ぐ
っ
て
再
び
相
論
が
開
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
敗
訴
し
た
末
貞
が
再
び
公
文
所
に
訴
え
出
た
も
の
で
あ
っ
て
、
公
文
所
は
こ
れ
を
取
上
げ
て
両
者
を
問
注
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の

宇
佐
宮
の
裁
判
に
は
恐
ら
く
上
訴
の
制
度
は
な
く
、
原
則
と
し
て
一
審
制
を
と
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
x
に
再
審
の
制
が
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
の
は
、
後
の
鎌
倉
幕
府
訴
訟
法
に
於
け
る
覆
勘
の
制
度
に
類
す
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
末
貞
の
再
審
請
求
の
訴
状
は
伝

わ
っ
て
い
な
い
が
、
第
二
文
書
の
冒
頭
の
部
分
、
即
ち
「
請
被
殊
任
道
理
、
」
か
ら
「
不
知
田
畠
令
領
掌
之
条
、
無
其
謂
、
」
ま
で
の
文
章

が
そ
の
概
要
で
あ
っ
た
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
こ
N
で
末
貞
の
主
張
し
て
い
る
処
は
文
意
や
Σ
難
解
で
あ
っ
て
、
正
確
に
は
捕
捉
し
難

い
が
、
大
凡
、
左
の
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
友
成
と
の
係
争
地
は
康
和
年
間
の
牛
男
丸
と
の
相
論
に
於
い
て
、
す
で
に
末
貞
の
勝

訴
と
な
っ
て
お
り
、
宇
佐
宮
の
証
判
を
賜
わ
っ
て
い
る
土
地
で
あ
る
。
友
成
が
そ
の
領
有
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
訴
え
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
あ
っ
た
。
又
、
友
成
の
母
は
件
の
土
地
は
父
弘
永
か
ら
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
母
は
父
の
「
放
出
子
」

（
父
に
よ
っ
て
勘
当
さ
れ
た
子
の
意
か
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
譲
与
は
無
効
で
あ
る
。
田
畠
の
領
有
に
は
先
ず
「
公
験
」
　
（
所
領
の
売
買
．
譲
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与
に
つ
い
て
解
状
を
上
級
官
司
に
提
出
し
、
そ
の
署
判
を
経
た
も
の
、
第
四
文
書
が
そ
の
例
で
あ
る
。
）
を
必
要
と
し
、
「
公
験
」
が
な
け
れ
ば
、
「
手

次
領
作
」
（
そ
の
土
地
の
最
初
の
取
得
老
よ
り
現
権
利
者
に
至
る
ま
で
、
引
続
い
て
現
実
に
そ
の
土
地
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
。
）
を
必
要
と
す
る
。
友

成
は
父
の
「
放
出
子
」
の
男
子
で
あ
る
か
ら
、
「
手
次
領
作
」
も
行
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
領
有
を
主
張
す
る
こ
と
に
は
法
的
な

根
拠
が
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
N
に
於
い
て
、
我
々
は
当
代
に
於
け
る
神
判
の
法
的
な
構
造
に
つ
い
て
、
一
考
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
当
代
の
神
判
は
元
来
、

刑
事
々
件
の
嫌
疑
者
や
民
事
々
件
の
当
事
者
が
自
己
の
立
言
を
裏
付
け
る
俗
的
証
拠
　
（
書
証
、
人
証
等
に
よ
る
合
理
的
な
証
拠
。
神
証
に
対
す

る
。
）
を
挙
げ
得
な
い
場
合
に
、
神
を
証
人
に
立
て
る
こ
と
を
裁
判
所
に
申
請
す
る
と
い
う
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
従
っ
て
、
神

判
の
申
請
者
な
る
も
の
は
、
俗
法
に
よ
る
裁
判
で
は
屡
々
不
利
な
立
場
に
あ
る
者
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、

訴
訟
当
事
者
た
る
A
、
B
の
一
方
か
ら
神
判
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
こ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
は
如
何
な
る
態
度
を
と
っ
た
か
と
い
う
に
、

先
ず
A
に
著
し
く
有
利
な
俗
的
証
拠
が
あ
っ
て
、
し
か
も
B
に
そ
れ
が
な
く
、
従
っ
て
B
が
神
判
を
申
請
し
て
来
た
場
合
、
つ
ま
り
当
初

か
ら
俗
的
証
拠
に
よ
っ
て
両
者
の
理
非
が
顕
然
た
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
B
に
よ
る
神
判
の
申
請
を
却
下
し
、
俗
法
に
よ
っ
て
A
の
勝

訴
を
申
渡
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
A
、
B
両
者
共
に
自
己
に
有
利
な
俗
的
証
拠
が
な
く
、
裁
判
所
も
亦
そ
の
判
決
に
苦
し
ん

で
い
る
時
、
B
か
ら
神
判
の
申
請
が
あ
れ
ば
、
裁
判
所
は
そ
れ
を
取
上
げ
、
A
に
対
し
て
も
神
判
を
う
け
る
こ
と
を
促
し
た
で
あ
ろ
う
。

も
し
、
そ
の
場
合
、
A
が
あ
く
ま
で
も
神
判
を
う
け
る
こ
と
を
拒
否
す
れ
ば
、
恐
ら
く
A
は
そ
の
ま
N
敗
訴
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

当
時
の
本
所
裁
判
所
は
自
ら
進
ん
で
証
拠
の
蒐
集
に
当
り
、
積
極
的
に
職
権
を
も
っ
て
事
実
を
審
理
す
る
と
い
う
態
度
で
は
な
く
、
証
拠

の
蒐
集
は
当
事
者
に
一
任
す
る
か
、
当
事
者
の
請
求
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
い
、
か
x
る
当
事
者
の
提
出
せ
る
証
拠
に
も
と
づ
い
て
判
決
を

下
す
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
か
ら
、
当
事
者
の
何
れ
か
父
神
判
を
申
請
し
な
い
限
り
、
裁
判
所
と
し
て
神
判
を
行
う
こ
と
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
当
事
者
の
一
方
か
ら
神
判
を
申
請
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
取
上
げ
て
神
判
を
行
う
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
権
限
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は
裁
判
所
に
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
裁
判
所
が
公
平
な
立
場
を
貫
く
限
り
、
前
述
の
如
ぎ
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
一

応
神
判
適
用
の
可
否
が
決
定
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
右
に
み
る
如
く
、
神
判
の
申
請
が
あ
っ
た
時
、
当
該
訴
訟
に
神
判
を
適
用
す
る
か
ど

う
か
は
裁
判
官
の
裁
量
に
一
任
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
A
に
有
利
な
俗
的
証
拠
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
裁
判
所
が
そ
れ
を
取
上
げ
ず
、
B
に

よ
る
神
判
の
申
請
を
受
入
れ
て
、
A
に
神
判
を
強
要
す
る
と
い
う
場
合
（
そ
れ
は
単
に
裁
判
を
渋
滞
せ
し
め
る
等
の
消
極
的
な
も
の
で
も
よ
い
。
）

も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
当
初
か
ら
B
に
勝
訴
せ
し
め
る
目
的
を
も
っ
て
、
A
に
神
判
を
強
要
す
る
と
い
う
場

合
も
亦
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
り
と
す
れ
ば
、
神
判
適
用
の
可
否
は
当
時
の
裁
判
官
や
訴
訟
当
事
者
の
お
か
れ
た
政
治
的
立
場
や

条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
場
合
が
屡
々
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
x
で
再
び
前
の
末
貞
、
友
成
両
者
の
相
論
を
み
る
な
ら
ば
、
第
一
審
た
る
神
判
に
よ
る
裁
判
が
終
了
し
た
後
に
、
公
文
所
に
提
出
さ

れ
た
末
貞
の
再
審
請
求
の
文
書
に
は
、
前
述
の
如
く
当
該
事
件
の
裁
決
は
「
於
田
畠
所
領
道
者
、
致
無
公
験
者
、
以
手
次
領
作
之
理
」
と

い
う
、
土
地
領
有
の
権
原
に
関
す
る
当
時
の
慣
習
法
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
末
貞
の
右
の
主
張
に

は
、
神
判
適
用
の
決
定
は
原
被
両
造
に
俗
的
証
拠
が
な
く
、
裁
判
所
と
し
て
も
、
そ
の
裁
決
に
苦
し
む
場
合
に
限
っ
て
行
わ
る
べ
ぎ
も
の

で
あ
り
、
何
れ
か
一
方
に
明
白
な
る
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
神
判
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
末
貞
は
神
判
に
よ
っ
て
裁
判
の
終
了
し
た
事
件
に
つ
き
、
一
定
の
重
大
な
る
蝦
疵
の
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
前

判
決
を
取
り
消
し
、
訴
訟
を
判
決
前
の
原
状
に
復
し
て
更
に
辮
論
を
開
い
て
裁
判
す
る
こ
と
を
求
め
る
申
立
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
友
成
が
す
で
に
う
け
た
神
判
を
依
然
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
処
が
、
か
Σ
る
末
貞
の
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
験
）

に
も
拘
ら
ず
、
宇
佐
宮
公
文
所
は
結
局
、
　
「
件
巫
田
　
段
・
畠
萱
段
者
、
依
先
神
判
証
検
、
賜
友
成
畢
」
　
（
第
二
文
書
裏
書
）
と
し
て
、
以

前
行
わ
れ
た
神
判
を
正
当
な
る
も
の
と
し
て
再
確
認
し
、
重
ね
て
友
成
に
勝
訴
の
判
決
を
下
し
、
一
方
、
末
貞
が
そ
の
領
有
を
主
張
し
た

右
の
係
争
地
の
隣
地
、
畠
井
平
垣
一
段
は
、
実
検
せ
る
郡
司
、
田
所
の
勘
文
に
も
と
づ
い
て
末
貞
の
勝
訴
と
し
た
。
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右
の
係
争
地
で
あ
る
巫
田
二
段
と
小
城
垣
一
段
の
そ
の
後
の
消
長
は
、
第
三
文
書
以
下
の
資
料
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
窺
う
こ
と
が
出
来

る
。
即
ち
、
友
成
は
第
二
審
の
問
注
の
行
わ
れ
た
大
治
五
年
か
ら
六
年
を
経
た
保
延
二
年
に
早
く
も
件
の
田
畠
を
秦
国
門
に
売
却
し
、
国

門
は
恐
ら
く
翌
三
年
と
思
わ
れ
る
が
、
宇
佐
公
基
か
ら
そ
の
証
判
を
得
て
い
る
（
第
三
、
第
四
、
第
五
文
書
）
。
し
か
る
に
、
そ
れ
か
ら
更

に
二
十
年
を
経
た
保
元
々
年
に
は
、
再
び
件
の
田
畠
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が
惹
起
し
た
。
即
ち
、
末
貞
の
子
貞
安
が
右
の
国
門
を
相
手
取
っ

て
先
祖
相
伝
の
地
が
押
領
さ
れ
て
い
る
と
公
文
所
に
訴
え
た
の
で
あ
り
、
今
度
は
結
局
、
貞
安
の
勝
訴
と
な
っ
て
、
貞
安
は
宇
佐
公
通
の

証
判
を
得
た
の
で
あ
る
（
第
六
文
書
）
。
こ
の
保
元
の
貞
安
、
国
門
の
相
論
は
前
記
大
治
の
末
貞
、
友
成
の
相
論
の
後
身
で
あ
っ
て
、
係
争

地
は
両
者
と
も
同
一
で
あ
り
．
貞
安
は
「
先
祖
相
伝
」
と
小
山
田
弘
永
の
康
和
五
年
の
譲
状
と
を
証
拠
と
し
て
そ
の
領
有
を
主
張
し
、

一
方
、
国
門
の
反
論
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
友
成
の
保
延
二
年
の
売
券
（
第
三
文
書
）
及
び
そ
の
売
却
を
承
認
し
た
宇
佐
公
基
の
公
験

（
第
四
文
書
）
等
を
証
拠
と
し
て
陳
辮
し
た
こ
と
は
疑
い
な
ぎ
に
近
い
。
こ
の
よ
う
に
、
保
元
の
相
論
は
大
治
の
相
論
と
ほ
父
そ
の
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

内
容
を
同
じ
く
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
二
で
は
も
は
や
神
判
は
行
わ
れ
ず
、
そ
の
判
決
に
は
、
「
件
田
畠
任
証
文
之
理
、
可
領
知
」
（
第
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

文
書
）
と
あ
っ
て
、
書
証
と
い
う
合
理
的
な
証
拠
資
料
に
よ
っ
て
、
今
度
は
一
転
し
て
貞
安
に
勝
訴
の
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
x
に

於
い
て
、
我
々
は
次
の
事
実
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
貞
安
の
訴
状
（
第
六
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
当
代
に
至
っ
て
、
宇
佐
宮
大

宮
司
職
を
め
ぐ
っ
て
宇
佐
一
族
の
間
に
確
執
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
，
結
局
、
宇
佐
宮
の
実
権
者
が
前
代
の
宇
佐
公
基
か
ら
宇
佐
公
通
に

代
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ほ
父
同
一
内
容
を
有
す
る
訴
訟
事
件
に
於
い
て
、
一
方
で
は
神
判
を
適
用
し
、
他
方
で
は
俗
法
に

よ
る
裁
判
を
行
う
と
い
う
事
実
は
、
当
代
神
判
の
性
格
を
窺
う
に
足
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
前
述
の
如
く
神
判
適
用
の
規
準
と
い
う
も

の
が
一
応
あ
る
に
は
あ
る
が
、
曖
昧
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
神
判
と
い
う
裁
判
手
続
の
決
定
に
は
、
当
時
の
政
治
的
な
要
素
が
多
分

に
入
り
込
む
余
地
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
極
言
す
れ
ば
、
神
判
は
当
時
の
支
配
階
級
に
よ
っ
て
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
と

い
う
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
亦
否
定
し
難
い
の
で
あ
る
。
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以
上
は
適
用
の
面
か
ら
み
た
当
代
神
判
の
構
造
で
あ
る
が
、
次
に
神
判
の
手
続
上
、
重
要
な
る
部
分
を
構
成
す
る
失
の
検
出
に
つ
い
て
、

若
干
考
察
し
よ
う
。
末
貞
の
再
審
請
求
の
文
書
（
第
二
文
書
）
に
は
、
前
述
の
如
く
神
判
に
よ
る
裁
決
を
排
し
て
、
当
代
慣
習
法
に
よ
る

裁
決
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
申
請
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
末
貞
は
、
た
と
い
前
に
行
わ
れ
た
神
判
が
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
友

成
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
神
判
の
「
証
験
」
（
失
）
は
、
何
れ
も
末
貞
の
真
の
「
証
験
」
と
は
な
し
難
い
と
主
張
し
て
い
る
。
即
ち
、
末
貞

は
友
成
に
よ
っ
て
末
貞
の
「
証
験
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
、
末
貞
の
甥
、
貞
時
の
子
の
死
去
は
、
件
の
人
物
が
友
成
に
と

っ
て
も
従
父
兄
に
当
る
こ
と
、
末
貞
の
遭
遇
L
）
た
窃
盗
の
被
害
は
、
友
成
も
亦
同
じ
く
被
っ
た
こ
と
、
末
貞
の
兄
、
時
光
の
娘
の
死
去
は
、

末
貞
が
神
判
を
う
け
る
以
前
か
ら
の
腹
病
に
よ
っ
て
三
年
間
、
患
っ
た
後
、
死
去
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
舅
安
富
の
死
去
は
、
末
貞
の

子
供
が
「
其
数
候
と
も
指
無
餐
」
き
こ
と
（
文
意
不
明
）
、
末
貞
の
乗
馬
の
死
去
は
、
友
成
の
乗
馬
も
宇
佐
川
に
「
鞍
下
天
棄
候
」
こ
と

（
文
意
不
明
、
遺
棄
の
意
か
）
等
々
の
理
由
を
挙
げ
て
、
一
々
反
論
し
た
。
こ
の
末
貞
の
反
論
に
対
し
て
、
更
に
友
成
は
自
分
が
窃
盗
の
被

害
に
遭
っ
た
の
は
末
貞
の
遭
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
友
成
の
馬
が
宇
佐
川
に
「
鞍
下
天
棄
候
」
な
る
事
件
を
起
し
た
の
も
、
件
の
馬
を

高
遠
所
従
に
譲
与
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
と
陳
辮
し
、
且
つ
末
貞
は
水
干
装
束
に
て
御
湯
殿
へ
参
上
し
て
清
祓
し
た
こ
と
、
御
錬
の
舌
が

折
れ
た
こ
と
、
又
、
末
貞
の
孫
が
死
去
し
た
こ
と
等
の
、
末
貞
に
出
来
し
た
新
た
な
「
証
験
」
を
も
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

公
文
所
の
問
注
は
な
お
続
く
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
こ
の
問
注
に
於
け
る
両
者
の
主
た
る
争
点
は
、
神
判
の
「
証
験
」
と
し
て
当
事
者
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
事
実
が
、
果
し
て
真
の
「
証
験
」
た
り
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
末
貞
が
い
う
処
の
、
時
光
の
娘
の

死
去
と
い
う
事
実
は
末
貞
が
神
判
を
う
け
る
以
前
よ
り
の
病
に
よ
っ
て
死
去
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
証
験
」
と
は
な
し
難
い
と

い
う
の
は
、
前
掲
鎌
倉
幕
府
法
の
失
条
々
中
の
第
二
項
、
「
書
起
請
文
後
病
事
」
の
但
書
で
あ
る
「
但
除
本
病
者
」
に
当
る
も
の
で
あ
る
。

又
、
友
成
が
、
自
分
が
窃
盗
に
遭
っ
た
の
は
末
貞
が
遭
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
自
分
の
馬
が
宇
佐
川
に
「
鞍
下
天
棄
候
」
と
い
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

い
る
の
は
、
件
の
馬
を
高
遠
所
従
に
譲
与
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
結
局
、
「
末
貞
乍
置
先
日
証
、
以
後
日
証
天
注
申
条
、
謂
不
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候
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
た
と
い
同
一
内
容
の
「
証
験
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
出
来
し
た
時
間
の
前
後
に
よ
っ
て
、
　
「
証
験
」
と
し

て
の
価
値
に
差
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
末
貞
が
兄
時
光
の
娘
の
死
去
に
つ
き
、

そ
れ
が
「
本
病
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
に
、
夫
成
国
の
証
言
を
公
文
所
に
申
請
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
鼓
に
当
事
者

に
よ
っ
て
互
に
指
摘
さ
れ
た
神
判
の
「
証
験
」
の
真
否
を
め
ぐ
る
判
定
に
は
、
物
証
や
人
証
に
よ
る
合
理
的
な
証
拠
法
が
用
い
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
前
述
の
「
先
目
証
」
か
「
後
日
証
」
か
の
「
証
験
」
の
時
間
的
前
後
を
め
ぐ
る
判
定
に
於
い
て
も
、
そ
れ
は
同
様
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
神
判
の
「
証
験
」
検
出
に
於
け
る
、
か
』
る
合
理
的
な
証
拠
法
の
適
用
が
律
令
法
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
今

更
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
第
二
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
宇
佐
宮
公
文
所
の
問
注
そ
の
も
の
が
、
実
は
律

令
法
の
影
響
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
重
要
な
る
裁
判
手
続
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
獄
令
に
は
、
　
「
凡
問
囚
、
辞
定
、
訊
司
依
口
写
、
詑
、
対

囚
読
示
」
と
あ
っ
て
、
刑
部
省
の
役
人
は
囚
禁
さ
れ
た
刑
事
被
告
人
を
尋
問
し
て
、
そ
の
自
白
す
る
と
こ
ろ
を
筆
録
し
、
そ
れ
を
「
辮
」

又
は
「
囚
辮
」
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
の
刑
部
省
の
例
に
微
っ
て
、
後
の
検
非
違
使
庁
に
於
い
て
も
、
囚
人
を
尋
問
し
て
と
っ
た
口
供
書
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

「
白
状
」
、
又
は
「
問
注
状
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
刑
部
省
及
び
検
非
違
使
庁
の
刑
事
裁
判
手
続
は
、
そ
の
後
、
各
本
所
の
政
所
や
公
文

所
に
於
け
る
民
事
裁
判
手
続
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
各
地
の
本
所
裁
判
所
は
訴
訟
当
事
者
を
裁
判
所
に
召
喚
し
、
原
告
の
訴
状
に
も
と
づ
い

て
被
告
を
尋
問
し
て
陳
状
を
と
り
、
次
に
そ
の
陳
状
に
も
と
づ
い
て
原
告
を
尋
間
し
て
、
更
に
そ
の
陳
状
を
と
っ
て
交
互
に
間
答
せ
し
め
、

結
局
、
そ
れ
ら
に
依
拠
し
て
事
実
の
認
定
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
問
注
な
る
裁
判
手
続
を
前
記
宇
佐
宮
公
文
所
の
裁
判
に
照
し
て
み
る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、
原
告
末
貞
が
「
請
被

殊
任
道
理
、
裁
下
給
古
作
田
子
細
状
」
と
い
う
訴
状
を
公
文
所
に
提
出
し
た
結
果
、
公
文
所
は
そ
れ
を
取
上
げ
て
被
告
友
成
を
召
喚
し
、

先
ず
末
貞
の
訴
状
を
友
成
に
読
み
ぎ
か
せ
た
後
、
　
「
依
実
子
細
辮
申
如
何
」
と
い
っ
て
、
末
貞
の
訴
状
に
対
す
る
友
成
の
答
辮
を
促
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
友
成
は
前
述
の
如
く
答
え
て
い
る
が
、
こ
の
友
成
の
答
辮
を
筆
録
し
た
も
の
が
前
記
の
「
辮
」
又
は
「
間
注
状
」
で
あ
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っ
て
、
公
文
所
の
役
人
は
そ
れ
を
本
人
に
読
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
友
成
の
答
辮
の
下
に
「
花
押
」
と
あ
る
の
は
、
友
成
の
花
押
で

あ
っ
て
、
筆
録
さ
れ
た
も
の
が
自
己
の
答
辮
に
間
違
い
な
い
こ
と
を
友
成
が
確
認
し
た
証
明
で
あ
る
。
次
に
公
文
所
の
役
人
は
、
　
「
友
成

陳
状
如
此
者
、
子
細
如
何
」
と
い
っ
て
、
右
の
友
成
の
答
辮
を
も
っ
て
末
貞
に
尋
問
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
N
に
又
末
貞
の
答
辮
が
行

わ
れ
、
同
様
そ
の
筆
録
に
末
貞
の
花
押
が
す
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
両
者
の
陳
辮
に
も
と
づ
い
て
、
交
互
に
間
答
せ
し
め
て
、
こ
れ
を

筆
録
し
、
そ
の
各
々
の
答
辮
の
下
に
確
認
の
花
押
を
す
え
さ
せ
た
の
が
、
こ
の
問
注
日
記
で
あ
っ
て
、
公
文
所
の
裁
判
官
は
こ
の
問
注
日

記
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
事
実
を
認
定
し
、
こ
れ
に
法
律
的
判
断
を
下
し
て
判
決
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
の
宇
佐
宮
公
文
所
の
審

理
が
当
初
か
ら
原
被
両
造
の
出
頭
を
求
め
て
、
両
者
を
問
注
し
て
い
る
の
は
、
所
謂
三
問
三
答
の
訴
陳
を
番
え
る
と
い
う
書
面
審
理
を
先

ず
行
い
、
な
お
理
非
決
せ
ざ
る
場
合
に
限
り
、
両
者
を
召
喚
し
て
対
決
、
問
答
せ
し
め
る
、
後
の
鎌
倉
幕
府
の
訴
訟
制
度
と
は
や
～
異
っ

て
い
る
。
こ
れ
即
ち
、
「
判
召
」
、
「
判
待
」
と
い
う
期
限
を
区
切
っ
て
、
直
ち
に
被
告
の
召
喚
を
求
め
た
律
令
の
民
事
訴
訟
手
続
の
影
響

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
問
注
が
末
貞
、
友
成
間
に
於
い
て
、
奇
し
く
も
三
問
三
答
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
記
覆
勘
類
似
の
制
度
、

失
検
出
の
制
度
等
と
共
に
、
後
の
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
原
型
と
し
て
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ω
　
鎌
倉
幕
府
の
訴
訟
制
度
は
原
則
と
し
て
一
審
制
を
と
っ
て
い
た
が
、
判
決
不
服
の
原
告
、
又
は
被
告
は
申
状
を
提
出
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
裁
判

　
所
た
る
本
の
引
付
は
重
ね
て
先
の
判
決
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
こ
れ
を
覆
勘
と
い
う
。

③
第
二
文
書
に
よ
れ
ば
、
友
成
の
母
は
先
年
、
　
「
御
炊
殿
一
御
殿
御
階
参
天
、
刀
を
腹
二
中
天
自
害
せ
ん
と
仕
」
　
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
「
放

　
出
子
」
た
る
に
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
Q

③
　
大
治
の
相
論
に
於
い
て
、
末
貞
は
康
和
の
「
御
判
」
と
「
手
次
領
作
」
と
を
証
拠
と
し
て
提
出
し
て
い
る
が
、
保
元
の
相
論
に
於
い
て
は
、
貞
安

　
は
「
先
祖
相
伝
」
と
伯
父
故
小
山
田
弘
永
の
康
和
五
年
の
譲
状
と
を
証
拠
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。
右
の
「
手
次
領
作
」
と
「
先
祖
相
伝
」
と
は
同

　
一
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
康
和
の
「
御
判
」
と
弘
永
譲
状
と
で
あ
る
。
両
者
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

　
は
明
か
で
な
い
。
両
者
が
別
個
な
も
の
と
し
た
場
合
、
弘
永
の
譲
状
は
保
元
の
相
論
の
際
に
提
出
さ
れ
た
新
し
い
証
拠
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
り
、



　
神
判
に
よ
る
大
治
の
判
決
の
効
力
が
消
滅
し
て
、
こ
～
に
新
し
く
俗
法
に
よ
る
判
決
が
行
わ
れ
た
の
も
当
然
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
実

　
情
は
恐
ら
く
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
大
治
五
年
以
前
に
死
亡
L
た
弘
永
の
譲
状
が
、
そ
の
後
三
十
年
近
く
を
経
て
新
し
く
発
見
さ
れ
た
と
考
え
る
の

　
は
不
自
然
で
あ
り
、
康
和
の
「
御
判
」
と
は
、
康
和
五
年
の
弘
永
譲
状
を
宇
佐
氏
が
承
認
し
た
文
書
で
あ
っ
て
、
両
者
は
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈲
　
検
非
違
使
庁
の
間
注
状
に
つ
い
て
は
、
滝
川
政
次
郎
「
事
発
日
記
と
間
注
状
」
　
『
律
令
諸
制
及
び
令
外
官
の
研
究
』
三
四
七
頁
以
下
参
照
。

五
　
結

言
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以
上
、
我
が
上
代
末
期
に
於
け
る
神
判
の
実
態
に
つ
い
て
、
宇
佐
八
幡
宮
の
一
例
か
ら
種
々
類
推
し
、
考
察
し
て
来
た
。

　
大
化
前
代
の
我
が
裁
判
制
度
に
つ
い
て
、
先
学
は
す
で
に
次
の
如
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
純
粋
に
神
判
の
み
が
行
わ
れ
た
時
代

は
、
記
録
の
全
く
な
い
遠
い
小
氏
族
国
家
群
立
時
代
で
あ
っ
て
、
記
紀
や
魏
志
倭
人
伝
等
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
氏
族
連
合
国
家
成

立
以
降
の
時
代
は
、
俗
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
原
始
時
代
で
は
な
く
、
相
当
人
智
の
進
ん
で
い
た
時
代
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
依
然

と
し
て
、
神
判
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
少
く
と
も
氏
族
間
の
争
訟
に
あ
っ
て
は
、
証
拠
を
得
る
こ

と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
特
殊
な
事
件
（
例
え
ば
、
氏
姓
の
尊
卑
、
嫡
庶
、
長
幼
の
順
序
等
に
関
す
る
所
謂
譜
第
の
訴
訟
）
に
関
し
て
の
み
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
普
通
一
般
の
事
件
に
あ
っ
て
は
、
よ
り
合
理
的
な
俗
法
裁
判
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
と
。
右
の
指
摘
は
神
判
が
一
度
、

姿
を
没
し
て
、
合
理
的
な
証
拠
法
に
も
と
づ
く
俗
法
裁
判
が
行
わ
れ
た
律
令
時
代
の
後
、
再
び
そ
の
姿
を
現
し
た
平
安
後
期
に
於
い
て
も

な
お
妥
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
処
か
ら
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
二
に
復
活
し
た
神
判
に
あ
っ
て
は
、
も
は
や
大
化
前
代
に
み
ら
れ
る
神
判
と
は
、
そ
の
手
続
及
び
性
格
を
異
に
し
て
い
た
。

本
稿
に
取
上
げ
た
宇
佐
八
幡
宮
の
神
判
は
、
前
述
の
如
く
果
し
て
参
籠
神
判
と
名
付
け
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
が
、

確
か
に
神
判
の
一
種
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
原
被
両
造
が
起
請
文
を
公
文
所
に
提
出
し
た
後
、
両
者
が
互
に
指
摘
し

た
失
の
真
否
を
め
ぐ
る
事
実
の
認
定
は
、
問
注
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
両
者
に
尋
問
が
為
さ
れ
た
際
に
提
出
さ
れ
た
書
証
、
人
証
等
の
合
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理
的
な
証
拠
に
も
と
づ
い
て
そ
れ
が
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
、
当
代
の
神
判
に
於
い
て
は
、
神
意
を
制
約
す
る
人
問
の
理
性
の
働
く
余
地
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

多
分
に
認
め
ら
れ
、
結
局
は
神
判
と
い
え
ど
も
、
裁
判
官
の
意
思
に
よ
る
処
が
大
き
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
当
代
の
神
判
に
あ
っ
て
は
、
神
証
と
い
う
事
実
の
認
定
が
大
化
以
前
の
神
判
に
み
る
如
き
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
為
に
当
該
事

件
の
本
来
の
争
点
が
更
に
他
の
事
件
に
転
化
、
拡
大
さ
れ
て
い
く
傾
向
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
こ
と
は
、
上
代
末
期
の
本
所

裁
判
の
影
響
を
濃
厚
に
う
け
て
成
立
し
た
鎌
倉
時
代
以
降
の
中
世
の
神
判
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ま
x
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
中
世
の
神
判

も
亦
俗
法
を
援
用
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
中
世
の
神
判
は
大
化
前
代
の
純
粋
な

神
判
と
は
そ
の
性
質
を
異
に
し
、
い
わ
ば
我
が
固
有
法
た
る
神
法
と
継
受
法
た
る
律
令
法
と
の
融
合
の
所
産
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
更
に
、
宇
佐
宮
公
文
所
の
裁
判
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
一
の
訴
訟
当
事
者
間
に
於
い
て
争
わ
れ
た
別
個
の
係
争
地
を
め
ぐ
る
事
件

に
は
、
依
然
俗
法
に
よ
る
裁
判
が
行
わ
れ
て
、
こ
x
に
神
法
と
俗
法
と
に
よ
る
二
つ
の
裁
判
が
同
一
の
訴
訟
当
事
者
に
対
し
て
同
時
に
行

わ
れ
、
両
者
が
一
応
区
別
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
同
一
内
容
の
訴
訟
事
件
も
、
裁
判
官
を
と
り
ま
く
政
治
的
情
勢
が
変
れ
ば
数
十
年

を
経
ず
し
て
、
以
前
神
判
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
判
決
が
廃
さ
れ
て
、
俗
法
に
よ
る
裁
判
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
神
判
に
よ
る
判
決

の
効
力
は
極
め
て
限
ら
れ
た
期
問
し
か
そ
の
効
力
を
発
揮
出
来
ず
、
む
し
ろ
俗
法
に
よ
る
判
決
の
効
力
よ
り
も
弱
い
か
、
又
は
少
く
と
も

俗
法
に
よ
る
判
決
以
上
に
は
出
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
珍
友
成
は
神
判
に
よ
っ
て
得
た
件
の
土
地
を
、
神
判
に
よ
る
判
決

後
、
僅
か
五
、
六
年
に
し
て
早
く
も
第
三
者
に
売
却
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
果
せ
る
か
な
件
の
土
地
は
、
そ
の
後
二
十
年
に
し
て
再
び
係

争
の
地
と
な
り
、
判
決
は
一
転
し
て
、
か
つ
て
の
敗
訴
者
た
る
末
貞
の
子
、
貞
安
の
勝
訴
に
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、

神
判
の
適
用
に
は
前
述
の
如
く
、
俗
的
証
拠
を
得
る
に
困
難
な
る
場
合
と
い
う
一
応
の
規
準
は
あ
っ
た
も
の
N
、
そ
の
程
度
は
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
く
、
神
判
の
適
用
は
結
局
、
裁
判
官
の
裁
量
に
一
任
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
そ
の
手
続
の
決
定
に
は
政
治
的
な
要
素
の
入
り

こ
む
余
地
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。



　
最
後
に
、
か
二
る
神
判
が
固
有
法
と
し
て
再
び
現
れ
て
来
た
時
期
は
、
前
掲
資
料
か
ら
大
治
三
年
（
二
二
八
年
）
、
天
承
元
年
（
二

三
一
年
）
、
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
年
）
と
何
れ
も
平
安
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
時
代
で
あ
っ
て
、
当
時
は
院
政
々
権
の
下
、
新
し
く

源
平
武
士
が
拾
頭
し
て
来
る
時
代
で
あ
り
、
漸
く
に
し
て
藤
原
氏
と
い
う
公
家
政
権
が
終
熔
を
告
げ
よ
う
と
す
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
し

て
み
れ
ば
、
神
判
の
復
活
も
亦
、
公
家
階
級
の
没
落
と
武
士
階
級
の
登
場
と
い
う
新
し
い
時
代
の
息
吹
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　
神
判
と
そ
れ
を
生
ん
だ
時
代
的
背
景
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
更
に
考
察
が
加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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ω
　
利
光
三
津
夫
　
前
掲
書
一
七
頁

②
　
失
の
検
出
の
際
に
も
、
訴
訟
当
事
者
の
恣
意
の
入
り
こ
む
余
地
が
存
す
る
。
例
え
ば
、
友
成
は
末
貞
の
失
と
し
て
「
兄
時
光
子
死
去
」
な
る
事
実

　
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
件
の
人
物
が
す
で
に
死
の
床
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
友
成
も
神
判
を
う
け
る
以
前
か
ら
熟
知
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ

　
る
。

（
附
　
記
）

　
大
治
五
年
に
友
成
が
末
貞
の
失
と
し
て
、
新
し
く
指
摘
し
た
「
末
貞
ハ
水
干
装
束
二
天
御
湯
殿
二
参
上
天
、
清
祓
仕
里
」
　
（
第
二
文
書
）
と
い
う
事
実
の

意
味
で
あ
る
が
、
西
田
長
男
文
学
部
教
授
の
御
示
教
に
よ
れ
ば
、
宇
佐
八
幡
宮
に
は
祭
神
の
入
り
給
う
「
御
湯
殿
」
が
あ
っ
ブ
＼
そ
の
場
所
は
神
聖
な

る
場
所
と
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
右
の
失
は
、
そ
の
「
御
湯
殿
」
を
胃
漬
し
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
西
田
教
授
の
御

示
教
に
深
謝
し
た
い
。
な
お
、
中
野
幡
能
氏
の
『
八
幡
信
仰
史
の
研
究
』
（
四
八
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、
宇
佐
八
幡
宮
に
於
い
て
は
、
中
世
、
御
供
所
、
又

は
御
炊
殿
と
い
わ
れ
る
下
宮
を
中
心
に
潔
斎
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
に
御
湯
殿
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。


